
事業概要説明
なはSDGs推進事業（那覇市版SIB）

那覇市市民文化部まちづくり協働推進課 

2025年6月29日



01

SDGs達成につながる協働の活動を創出し、社会課題の解決や社会価値の
向上又は創造によって、持続可能な地域社会の実現を目指します。
本事業では、まちづくりの新しい資金調達の手法である成果連動型補助金
「那覇市版SIB」を取り入れた2年に渡る資金支援と伴走支援を行います。

２年⽬
SIBプロジェクト

・成果連動型補助⾦SIBによる⽀援（出資募
集や出資説明会の運営等⽀援）

なはSDGｓ推進事業とは00

１年⽬
助成事業

・２年⽬に実施するSIBプロジェクトに
 向けての準備・検証・調査事業等へ助成
・事業助成、相談対応、地域円卓会議実施
 などの伴⾛⽀援

３年⽬以降〜
事業内容に応じての

⾃⾛

那覇市版SIB
２年間の資金支援と伴走支援を実施

円卓会議の開催支援、専門家による伴走支援を受けられます。



貧困、飢え
質の高い教育の提供など

社会の課題

資源の有効活用
働き方改善、不平等解消など

経済の課題

地球温暖化
海洋の汚染、乱獲など

環境の課題
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01
　　　（Sustaionable Development Goals)は、国連サミットで採択された、
「　　　　　　　　　　　　」という理念をもとに取り組む世界共通の目標
のことであり、2030年までの達成を目指しています。
目標となるゴールは、世界が直面する３つの課題を解決するものとして示さ
れています。

誰一人取り残さない
SDGs

17のゴール
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1998年 平成10年 第3次総合計画策定

2000年 平成12年 NPO活動⽀援センター設置

2006年 平成18年 協働によるまちづくり事業補助開始（〜2012年）
『市⺠と⾏政との協働』の考え⽅

2007年 平成19年 市⺠協働推進課設置

2008年 平成20年 第4次総合計画策定
協働のルール作り、那覇市協働⼤使委嘱開始

2009年 平成21年 なは市⺠⼤学開始（後のなは市⺠協働⼤学）

2015年 平成27年 なは市⺠協働プラザ開設、なは市⺠協働⼤学院開始

2016年 平成28年 ⼩学校区コミュニティ推進基本⽅針作成

2018年 平成30年 第5次総合計画策定、なは市⺠活動⽀援事業開始

2022年 令和4年 『協働の⼿引き』作成

那覇市における協働によるまちづくりの歩み03

協働の取り組みをはじめて　　年27



「　　　 」とは・・・協働

多様な主体が、同じ目的のために、

それぞれの特性を活かし、

補い合い、影響し合いながら、

協力して取り組むことです。

（「那覇市協働の手引き」より）

﹁
協
働
の
絆
﹂

04 きょうどう 様々な主体の参画による
「協働」で地域課題を解決

ＮＰＯ
地域団体

市⺠
⾏政

事業者



多様なつながりで共に助け合い、認め合う安全安心に暮らせるまちNAHA

互いの幸せを地域と福祉で支え合い誰もが輝くまちNAHA

次世代の未来を拓き、豊かな学びと文化が薫る誇りあるまちNAHA

ヒト・モノ・コトが集い、育ち、ひろがる万国津梁のまちNAHA

自然環境と都市機能が調和した住み続けたいまちNAHA

那
覇
市
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第5次那覇市総合計画　めざすまちの姿
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市⺠が共感・賛同する
事業へ「出資」

資⾦提供者から調達した
資⾦を元に事業を⾏う

評価委員による評価の実施
（成果達成で市から市⺠へ資⾦返戻）

07 成果連動型補助金
SIB（ソーシャル インパクト ボンド）とは



08 那覇市版SIBのスキームと
期待できること

SIBの
実施

実施団体

資⾦や⼈⼿が不⾜して
活動が継続できない

・貧困
・少⼦⾼齢化
・孤⽴化
・ライフスタイルの変化
・地球温暖化 等

・資源（資⾦、⼈⼿）不⾜
・制度の複雑化

貧困対策

防災対策・災害対応 DX化

孤⽴防⽌ 多⽂化共⽣

市⺠の健康問題 インフラの維持
etc.

NPO等の課題を早期に発⾒し、
専⾨性を持って活動する⼈たちが登場

市⺠が共感・賛同する
事業へ「出資」

出資者が事業に参画する

事業について
適正な評価の実施

多くの関係者の参画により
成果達成を実現

市⺠

⾃分たちについて知ってもらう

中間⽀援・伴⾛

【現状】
・継続した寄付や資⾦提供を⾏う⽂化がない
・市⺠活動についての興味が少ない⽅がまだ多い
・ファンドレイズの仕組みが成熟していない
・広報まで⼿が回らない

継続して応援、会員になるなどの実施団
体との関係性の強化

活動が継続しにくい「現状」を変化させ、実施団体の活動を市⺠が理解し、継続した活動へ
つなげ、各活動が地域の必要不可⽋な事業（活動）になるような取り組みを推進する

成果達成にて投資した
市⺠へ出資⾦を還付

SDGs達成につながる協働活動を創出



・成果連動型補助金　　　　
　SIBによる支援

2年目（令和7年度）
SIBプロジェクト

1年目（令和6年度）
助成事業

今年度出資募集

今回募集を行う２事業のスケジュール09

・令和７年度のSIBプロジェクトに向け　　
　ての準備・検証・調査事業等へ助成

・事業助言・相談対応・地域円卓会議
　などの伴走支援

（出資募集や出資説
明会の運営支援）

令和８年
以降
事業内容
に応じて
自走

SIB実施による資金調達
50万円の投資を募る50万円（10割）の助成



SIB実施
２団体 ⾃⾛

SIB実施
２団体 ⾃⾛

調査・実証
（新規２団体）

SIB実施
２団体

調査・実証 SIB実施
2団体

調査・実証 SIBプロジェクト

調査・実証 SIB実施
2団体

調査・実証 SIB実施
2団体

調査・実証
（新規２団体）

⾃⾛

⾃⾛

⾃⾛

２０３０年度までに合計１２団体へ
それぞれ⾃⾛する事業になるよう伴⾛を⾏う

２０３０年には12の活動が継続し、地域に貢献し
続けている姿をイメージしている

1年目：SIBに向けての調査・実証事業へ50万円助成 ２年目：SIBによる資金調達（上限50万円）、事業の実施　

２０２５年度
令和7年度

２０２６年度
令和8年度

２０２７年度
令和9年度

２０２８年度
令和10年度

２０２９年度
令和11年度

２０３０年度
令和12年度

那覇市版SIBのスケジュール10

調査・実証
（２団体）

２０２４年度
令和６年度



おわりに11

SDGs達成へ向けた　　　の事業を創出し、社会課題を解決し、

　　　　　　　　　　　　　 へ

協働

持続可能な社会の実現


